
 43 

厚生労働行政推進調査事業費補助金 
（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

（分担）研究年度終了報告書 
新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスに有効な消毒法に関する研究 

 
研究分担者 伊木 繁雄 国立感染症研究所安全実験管理部主任研究官 
研究協力者 髙木 弘隆 国立感染症研究所安全実験管理部主任研究官 
研究協力者 牛村 英里 国立感染症研究所安全実験管理部技術補助員 

 
Ａ．研究目的                            
インフルエンザはわが国では毎年冬季に流行

し、高齢者では肺炎による死亡例も多い。今後、

冬季における COVID-19 とインフルエンザの

混合流行が懸念されているが、医療現場はもと

より介護施設や学校、飲食店、商業施設など人

が多く集まる場所のほか、一般家庭においても

継続的に消毒の徹底が図られることは言うまで

もない。同一空間にCOVID-19とインフルエン

ザ両方の患者が共存する場面も増えることが見

込まれることから、いずれのウイルスに対して

も有効な消毒薬の需要が高まることが予想され

る。現在、新型コロナウイルス（SARS-CoV-
2）への有効性を謳った多くの薬剤が紹介され

ている。しかし、薬剤の種類は非常に多く複雑

であるため、適切な手順を把握していなけれ

ば消毒効果が期待できなくなるばかりでな

く、ケミカルハザードの原因ともなり得る。 
本研究では、SARS-CoV-2 とインフルエン

ザウイルスの両方に対し同時に効果を発揮

できる消毒薬の種類・濃度・時間について検

証し、正確な情報を普及させることを目的

とした。 
 
Ｂ．研究方法 
加速化過酸化水素には、A: オキシヴィル

ファイブ（C×S（株）、有効濃度 4.25%）、B: 
オキシヴィルTb（C×S（株）、有効濃度0.5%）

及び C: オキシライト PRO（（株）カイコー

研究要旨 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する消毒効果が報告されている市販の化

学物質（加速化過酸化水素を含む市販の除菌剤３種類及び界面活性剤４種類：0.1%
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、0.0125%ヘキサデシルピリジニウムク

ロリド、0.05%塩化ベンゼトニウム及び 0.05%ドミフェン臭化物）について、加速化

過酸化水素についてはメーカー推奨濃度で、界面活性剤については SARS-CoV-2 の

不活化に有効とされる濃度において季節性インフルエンザウイルス（A/H1N1 型、

A/H3N2 型及び B 型）に対する不活化効果を検討したところ、加速化過酸化水素を

含む除菌剤 3 剤及び 0.1%直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムの４剤につい

ては 3 種類の季節性インフルエンザウイルスに対し十分な不活化効果も備えている

可能性を見出だした。また、同一の薬剤・濃度であってもウイルスの型・亜型により

有効性が異なることが確認された。 
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ポレーション、有効濃度 0.5%）を用いた。

これらはいずれも製品使用時のメーカー推

奨濃度である。また A については、濃度を

他の 2 剤に合わせ 0.5%となるよう希釈し

た溶液も用いて比較した。 
界面活性剤には、D: 0.1%直鎖アルキルベ

ンゼンスルホン酸ナトリウム（富士フイル

ム和光純薬）1)、E: 0.0125%ヘキサデシルピ

リジニウムクロリド（富士フイルム和光純

薬）2)、F: 0.05%塩化ベンゼトニウム（富士

フイルム和光純薬）1)及び G: 0.05%ドミフ

ェン臭化物（SIGMA）を用いた。これらに

ついては、粉末試薬を各濃度になるよう超

純水にて調製し、これを基準濃度とした。な

お、各薬剤について 5 倍濃度の溶液も同様

に調製して有効性を比較した。 
各薬剤と 1 × 108～2 × 109/mL TCID50の

インフルエンザウイルス（AH1 型(A/New 
Caledonia/20/99(H1N1)) 、 AH3 型

(A/Panama/2007/99(H3N2))または B 型

(B/Shangdong/7/97)）を80µLずつ混合し、

室温にて一定時間（A は 3 分以上、B 及び

C は 1 分以上、D 及び F は 1 分、E は 5 分）

放置後、界面活性剤 4 種については 160mg
のバイオビーズ SM-2（Bio-Rad）にて 5 分

間処理して界面活性剤を除去した。ウイル

スと薬剤の混合液はその後直ちに PBS(-)に
て 10 倍階段希釈し、96 well プレート上の

MDCK 細胞に 20µL / well 接種後、37℃で

30 分間吸着させた。吸着後は混合液を取り

除き、100µL / well の PBS(-)にて２回洗浄

し、0.05%アセチルトリプシンを含む E-
MEM（ウイルス増殖培地）にて 4～6 日間

培養した。陽性コントロール（PC）につい

ては、ウイルス液を薬剤と混合する際 2 倍

に希釈されることから、希釈倍数100のwell

に接種されるウイルス濃度が原液の 1/2 と

なるよう PBS(-)にて調製した。各々1 希釈

倍数につき 4 well 使用した。 
薬剤のインフルエンザウイルス不活化効

果については、まず毒性の有無を目視にて

判定した。なお、毒性の程度と毒性を呈する

際の細胞の形状については、同濃度の薬剤

のみで細胞を処理した場合と比較し判定し

た。続いて上清を除去後 100µL / well の

PBS(-)にて２回洗浄し、4%パラホルムアル

デヒド溶液にて細胞を固定した。プレート

に残った細胞をメチレンブルーにて染色し、

以下の式から TCID50 を求め、1mL あたり

の単位に換算した。PC についても同様に

TCID50を算出した。 
TCID50 = (1 列目の希釈倍率) × (希釈倍率)Σ-0.5 
Σ=各希釈段階における(変性 50％以上の well
数)/(検体数)の総和 
各薬剤の有効性については、以下の式よ

り算出した。 
有効性 =（ウイルス力価）/（薬剤処理した際

の TCID50（または細胞毒性）） 
 
（倫理面への配慮） 
 なし 
 
Ｃ．研究結果 
加速化過酸化水素は細胞毒性が強く、A

では希釈倍数 2 × 103 まで、B 及び C では

2 × 102まで毒性が見られた。この毒性はウ

イルスの細胞吸着に必要な 30 分間の接触

に対する結果であるが、7 日間接触させた

場合も結果は変わらなかった。A の濃度を

0.5%となるよう希釈すると、毒性は 2 × 102

に低下した。加速化過酸化水素を含む各薬

剤は界面活性剤を含むが、界面活性剤除去
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剤で処理しても毒性に変化は見られなかっ

た。この結果から、加速化過酸化水素に含ま

れる界面活性剤の毒性はわずかであり、観

察された毒性のほとんどは加速化過酸化水

素によるものと判断した。このため加速化

過酸化水素の SM-2 処理は行わず、細胞接

種終了後混合液を除去するまで薬剤効果が

持続している可能性がある。したがって、A
～C の処理時間は所定の時間以上という表

記とした。 
メーカー推奨濃度における加速化過酸化

水素のインフルエンザウイルス不活化効果

を表 1a に示す。毒性が見られなかった well
にはいずれも CPE は観察されなかった。有

効濃度が最も高い薬剤 A のみ 102 以上の不

活化効果であったが、薬剤 B 及び C では

103以上の不活化効果が見られた。ただし薬

剤 A も薬剤 B 及び C と同じ 0.5%に希釈す

ると細胞毒性が弱くなり、103 TCID50以上

の不活化効果が見られた。これらの結果か

ら、濃度 0.5%以下においてインフルエンザ

ウイルス A/H1N1 型、A/H3N2 型及び B 型

に対し少なくとも103 TCID50以上の不活化

効果があることが明らかとなった。 
界面活性剤 4 種については、界面活性剤

除去剤で処理しなかった場合は加速化過酸

化水素同様30分処理でいずれも希釈倍数2 
× 102まで毒性が見られたが、界面活性剤除

去剤での処理により細胞毒性は検出されな

くなった。 
なお、D～F については SARS-CoV-2 の

不活化に有効な濃度が報告されているため

これを基準濃度としたが、G についての報

告はない。ドミフェン臭化物はトローチに

含まれる成分であり、１錠あたり 0.5mg 程

度含まれている。一方、１分間あたりの安静

時唾液分泌量については、一般に成人で

0.3mL、小児で 0.7mL 程度 3-4)であるが、ト

ローチ溶解までの時間を 3 分程度と仮定し、

この間分泌される唾液量を 1mL 程度とし

て 0.5mg/1mL=0.05%を基準濃度とした。 
基準濃度におけるインフルエンザウイル

ス不活化効果の結果を表 1b に示す。E、F、
G で 1 × 100～2 × 102 TCID50の不活化効果

であったのに対し、D では A/H1N1 型及び

B 型に対し 3 × 106 TCID50の不活化効果が

見られた。ただし D であっても A/H3N2 型

に対しては 6 × 103 TCID50の不活化効果に

留まった。 
基準濃度の 5 倍濃度では、D では基準濃

度に比べA/H1N1型及びB型に対する不活

化効果の上昇が見られず、A/H3N2 型に対

しても 101 TCID50 程度の上昇に留まった。

一方 E、F、G では、B 型ウイルスに対し基

準濃度に比べ102 TCID50以上の上昇をもた

らし、F では 1 × 103、G では 1 × 104の不

活化効果をもたらした。ただし A/H1N1 型

ウイルスに対しては102 TCID50以下の上昇

に留まり、G で 1 × 103の不活化効果が見ら

れたのみであった。 
 
Ｄ．考察 
今回用いた界面活性剤のうち、基準濃度

以上の濃度であればインフルエンザウイル

ス A/H1N1 型及び B 型ウイルスに対し 105 

TCID50以上の、A/H3N2 型ウイルスに対し

ては103 TCID50以上の不活化効果をもたら

すことが明らかとなった。ただし、この薬剤

は濃度を 5 倍に上げても有効性が大きく上

昇することがなかったことから、有効性の

限界があるのかも知れない。一方 E、F、G
については、基準濃度でのインフルエンザ
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ウイルス不活化効果は D に比べ低かったが、

5 倍濃度では F で B 型ウイルスに対し、G
においてA/H1N1型及びB型ウイルスに対

し 103 TCID50 以上の不活化効果をもたら

すことが明らかとなった。また今回検証し

た界面活性剤はいずれも、インフルエンザ

ウイルスの型・亜型により有効性が異なり、

特に A/H3N2 型ウイルスに対しては有効性

が低くなる傾向が見られた。 
 
Ｅ．結論 
本研究により、SARS-CoV-2 に対し消毒

効果が見いだされる薬剤のうち、A、B、C
及び D の４剤については季節性インフルエ

ンザウイルスに対する有効性も備えており、

さらに F及びG についてもインフルエンザ

ウイルス A/H1N1 型または B 型であれば

SARS-CoV-2 と同時に対応できる可能性を

見出だした。本研究結果は、「感染症法に基

づく消毒・滅菌の手引き」の改訂において有

益な情報となるものと考えられる。 
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表 1 加速化過酸化水素及び界面活性剤のインフルエンザウイルスに対する不活化効果 
 
a) 加速化過酸化水素 

型 
薬剤の有効性※ ウイルス 

力価 
(TCID50/mL) A(4.25%) ※※ A(0.5%) ※※※ B※※※ C※※※ 

A/H1N1 ≧1×102 ≧1×103 ≧1×103 ≧1×103 1×108 
A/H3N2 ≧6×102 ≧6×103 ≧6×103 ≧6×103 7×108 

B ≧2×102 ≧2×103 ≧2×103 ≧2×103 2×108 
 
b) 界面活性剤（基準濃度） 

型 
薬剤の有効性※ ウイルス 

力価 
(TCID50/mL) D E F G 

A/H1N1 3×106 3×100 2×100 3×101 2×109 
A/H3N2 6×103 2×101 2×101 3×101 2×108 

B 3×106 1×100 6×100 2×102 7×108 
 
C) 界面活性剤（５倍濃度） 

型 
薬剤の有効性※ ウイルス 

力価 
(TCID50/mL) D E F G 

A/H1N1 6×105 6×101 2×102 1×103 7×108 
A/H3N2 6×104 1×101 6×101 1×102 2×109 

B 6×105 2×102 1×103 1×104 1×109 
 
細胞毒性が現れた場合で CPE が観察されなかったケースについては、細胞毒性が見られ

た希釈倍数を TCID50 の式に当てはめ薬剤の有効性※を算出し、不等号を用いた表記とし

た。 
※（ウイルス力価）/（薬剤処理した際の TCID50（または細胞毒性））より算出した。 
※※希釈倍数 103（1 well あたりのウイルス量 102～105/mL）まで細胞毒性あり。 
※※※希釈倍数 102（1 well あたりのウイルス量 102～104/mL）まで細胞毒性あり。 

 
 
 



 48 

 
 
 
 


